
総長選考・監察会議（第３回） 

 

令和５(2023)年７月２５日（火） 

                       １ ３ ： ０ ０ ～ １ ４ ： ３ ０ 

 

議  題 

１． 総長の賞与に係る令和５(2023)年度職務実績評価について 

（１）令和４年度監事監査報告書について 

（２）監事との懇談 

２． その他 

 

 

配付資料  

１．令和４年度監事監査報告書 （非公開） 

 ２．総長の賞与に係る職務実績評価スケジュール・イメージ（案） 

３．総長の賞与に係る職務実績の評価について（令和４年３月２４日総長選考会議） 

４．第２回総長選考・監察会議議事要旨（案） 

  

参考資料 

１． 東京大学総長選考・監察会議の運営に関する了解事項（令和５年３月１５日改

正） 

２．総長の賞与に係る職務実績評価の実施について（通知）（令和５年７月６日） 

 ３．総長の賞与に係る職務実績評価の評価視点 

 



令和5年度総長の賞与に係る職務実績評価スケジュール・イメージ（案）

総長選考・監察会議経営協議会 総長 監事

賞与に係る職務実績評価の自己評価書の
提出依頼（8/21〆切）

・賞与に係る職務実績評価の実施手順に
ついて審議・決定

自己評価資料作成

９月１３日：第５回総長選考・監察会議

・総長と総長選考・監察会議の懇談
（総長から自己評価書に基づく説明）

１１月１５日：第６回総長選考・監察会議

・総長選考・監察会議による総長の賞与に
係る職務 実績評価の決定

・総長の職務実績評価を経営協議会へ報告・経営協議会に報告事項として
付議

１１月１５日

・総長へ職務実績評価の結果を通知 評価結果受領

６月２３日 ：第２回総長選考・監察会議

※上記スケジュールは、必要に応じて適宜見直しを行う。

・役員の賞与の支給日及び支給基準
（H28.11.24総長裁定）に基づき決定

７月６日

R5.7.25

７月２５日 ：第３回総長選考・監察会議

総長から自己評価書の提出

８月３０日 ：第４回総長選考・監察会議

・監事と総長選考・監察会議の懇談
（総長の昨年度の業務執行状況についての
意見交換）

自己評価資料提出

懇談

懇談

・総長と総長選考・監察会議の懇談
（総長の今年度の業務執行状況についての
意見交換）及び監事所見

懇談

８月２１日

１０月上旬

資料２

所見
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令和４年３月２４日 
総⻑選考会議 

 
総⻑の賞与に係る職務実績の評価について 

 
 東京大学役員給与規則（平成１６年４月１日役員会議決）第９条第２項及び第３項並び
に役員の賞与の支給日及び支給基準（平成２８年総⻑裁定）に基づき、総⻑の賞与の額の
増減に係る職務実績の評価については、下記により取扱うものとする。 
 

記 
 

１ 職務実績の評価方法 
  総⻑選考・監察会議は、職務実績の評価を行うにあたっては、中期計画及び本学とし

て策定する行動計画の進捗度、達成度その他業務に対する貢献度等を総合的に勘案する
ものとし、必要に応じて総⻑及び監事と懇談を行うものとする。 

 
２ 職務実績の評価対象期間及び評価実施時期 
 （１）職務実績の評価対象期間は、前年度 1 年間における実績評価とする。 
 （２）職務実績の評価は、11 月までに行う。 
 
３ 職務実績の評価区分 
  職務実績の評価区分は、次表のとおりとする。   

職務実績の評価区分 （増減率） 
A：計画を著しく上回って進捗している 1.10 
B：計画を上回って進捗している 1.05 
C：計画の達成に向けて順調に進捗している 1.00 
D：計画の達成のためには遅れている 0.95 
E：計画の達成のためには重大な改善事項がある 0.90 

 
４ 職務実績の評価の決定 
  職務実績の評価の決定は、総⻑選考・監察会議委員の合議により行う。 
 
５ 職務実績の評価結果の通知及び報告 
  総⻑選考・監察会議は、職務実績評価の結果について、総⻑に通知し、経営協議会に

報告する。 
 
６ 実施 
  この決定は、令和４年４月１日から実施する。 
 

45

8508198156
テキストボックス
資料３



第２回総長選考・監察会議議事要旨（案） 

１．開催日時：令和５年６月２３日（金）１４：００～１５：２５ 
 
２．方  法：オンライン会議（Ｚｏｏｍ） 
 
３．出 席 者：国谷、國土、小林、佐藤、高橋、板東、山本、須田、山内、島野、廣井、 

杉山、兵藤 各委員  
 
４．陪 席 者： 田監事、棚橋監事 
 
５．議題 
 １ 総長の賞与に係る職務実績評価について 
 ２ 中間評価に向けた方向性について 
 ３ その他 
 
６．配付資料 
 １‐１ 令和５年度総長の賞与に係る職務実績評価スケジュール・イメージ（案） 
 １‐２ 総長の賞与に係る職務実績評価の評価視点（案） 
 １‐３ 総長の賞与に係る職務実績評価の実施について（通知）（案） 
 １‐４ 総長の賞与に係る職務実績自己評価書（案） 
 １‐５ 総長の賞与に係る職務実績の評価について（令和４年３月２４日 総長選考会

議） 
 ２ 中間評価に向けた方向性について 
 ３ 東京大学総長選考・監察会議議長所信表明（議長就任にあたって） 
 ４ 第１回総長選考・監察会議議事要旨（案） 
 
７．参考資料 
 １ （令和４年度）総長の賞与に係る職務実績評価の実施について 
 
８．議事 
 １ 総長の賞与に係る職務実績評価について 

議題１について、事務局から、配付資料１－１から１－５に基づいて、説明があっ
た。次いで、議長代行から、総長選考・監察会議学内ワーキング・グループの検討内容
について説明があり、意見交換が行われ、出席委員から、概ね以下の意見があった。 
 ・配付資料１－４の２の問いの順序について、UTokyo Compass は新しい大学モデル

構想と国際卓越研究大学制度への申請の関係に対する総長の構想を確認するために
（２）を初めに伺い、続いて賞与の評価という性質を補完するため（１）及び
（３）について伺うとするのはどうか。 

・「どのようにお考えになったか」という表現は、質問の意図が分かりにくいため、
「どのような方針を指し示したか」とするのはどうか。 

資料４ 
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・構成員への構想の周知共有について、具体的なアクションとしてどのようなことが
行われたかが分かると評価しやすいのではないか。 

・自己評価書に添付する根拠を示す資料について、数値で表せるものばかりではない
ため、どの程度提示していただくかをあらかじめ決めておいた方がよい。 

  ・自己評価書の文章表現についてもう少し検討した方がよいのではないか。 
 

意見交換の結果、各委員の意見を踏まえ、職務実績評価に係る資料の修正を行うこ
とが確認され、議長から、修正について議長に一任する旨提案があり、了承された。 

 
 ２ 中間評価に向けた方向性について 

議題２について、議長代行から、配付資料２に基づいて、中間評価の方向性に係る総
長選考・監察会議学内ワーキング・グループでの検討結果について報告があり、次い
で、意見交換が行われた。意見交換の後、議長から、中間評価の方向性について配付資
料２のとおりとすることについて賛否が諮られ、出席委員から異議はなく、了承され
た。 

 
 ３ その他 

議長から、配付資料３に基づいて、本学ホームページ内の総長選考・監察会議ページ
に所信表明を公表したことについて、報告があった。 

  

 
以上 
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東京大学総長選考・監察会議の運営に関する了解事項 

（令和 4 年 3 月 16 日総長選考会議承認） 

改正：R5.3.15  

 

１．議事の記録について 

(1) 東京大学総長選考・監察会議（以下「選考・監察会議」という。）の議事は、書面及

び電磁的音声記録により記録するものとする。書面による記録は、議事要旨及び議事

録とする。 

(2) 議事要旨は、議事の論点及び経過並びに結果及び決議事項を簡潔に記載するものと

する。 

(3) 議事録は、議事の経過と結果・決議事項について、委員の氏名や意見・発言内容な

どを具体的に記載するものとする。 

(4) 議事録は、選考会議が定めるところに従い、委員間の情報共有に用いるほか、委員

の交代に際し、新旧委員間の情報伝達にも活用できるものとする。 

２．議事・配付資料の公開について 

(1)会議の議事要旨、議事録（議長を除き匿名化したもの。以下同じ。）及び配付資料は、

原則として各回の会議終了後に東京大学ホームページの選考・監察会議ページに公開

する。ただし、人事に関する意見交換を行う議事の議事録及び配付資料は非公開とし、

それ以外の議事録及び配付資料についても全部またはその一部を公開することが適

当でないと選考・監察会議が議決したときは、非公開とすることができる。 

(2) 前号ただし書き後段の規定により議事録及び配付資料を公開しないこととする場

合は、その理由について、選考・監察会議の承認を得る。 

(3)前二号の規定により公開しないこととする場合は、その旨及び理由を併せて公表す

る。 

(4) 選考・監察会議ページには、問い合わせ先を明示し、常時、質問や意見を受け付け

る。 

(5) 電磁的音声記録による記録は公開しない。 

３．保秘事項について 

(1) 委員は、人事に関する意見交換を行う議事については、議事要旨として公表される

内容を除き、議事の内容を保秘するものとする。 

(2) 議長は、人事に関する意見交換を行う議事に際しては、当該議事の開始時と終了時

に保秘について確認するものとする。 

(3) 人事に関する意見交換以外の議事においても、公表に適さない内容が含まれている

と議長または委員が思料した場合は、当該議事の終了時に保秘とするか否かを決定す

るものとする。 

(4) 全ての議事において、議長を除き意見の発言者名は保秘するものとする。 

４．議長の選出方法について 

(1) 議長の選出に総長を関与させてはならない。 

(2) 議長の選出のための委員の互選にあたっては、各委員の略歴等の情報を事前に共有

するものとする。 

(3) 議長の選出のための委員の互選にあたっては、国立大学法人法、規則及び内規に定

参考資料１
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める選考・監察会議の任務、議長の権限及び次項に定める議長の行動指針を確認する

ものとする。 

(4) 議長の選出のための委員の互選は、委員間で意見交換をした後に単記無記名投票を

行い、出席委員の過半数の票を得た者を議長とする。 

(5) 前号において、出席委員の過半数の票を得た者がいないときは、得票多数の者２人

（末位の者と得票同数の者があるときは、その者を含める。）について、単記無記名投

票を行う。 

(6) 前号の投票に及んでなお出席委員の過半数の票を得た者がいないときは、得票の多

数を得た者を議長とする。ただし、得票同数のときは、くじで定める。 

(7) 議長の選出のための議事進行は事務局が行い、第 4 号から第 6 号に定める投票によ

る決定方法を予め確認するものとする。 

５．議長の行動指針について 

(1) 議長は、委員としての意見を有しつつも、中立・公正な議事運営を行うことを第一

義的な務めとしなければならない。 

(2) 議長の選出後、議長自身に所信表明を求め、それを公表するものとする。 

６．選考・監察会議の傍聴及び陪席について 

(1) 人事に関する意見交換が行われる議事を除き、委員選出母体である経営協議会委員

及び教育研究評議会評議員の傍聴を認める。 

(2) 学内構成員に公開することが適切であると選考・監察会議において事前に決定した

議事については、学内構成員の傍聴を認めることができる。 

(3) 監事のほか、以下の者の陪席を認める。 

ア．総務部長 

イ．人事部長 

ウ．本部法務課長 

エ．本部法務課法規チーム職員 

オ．その他議長が必要と認める者であって、選考・監察会議により承認された者 

７．選考・監察会議における関係規則等の席上配置について 

(1) 選考・監察会議においては、関係規則等をまとめた冊子を席上に配置するものとす

る。 

(2) オンライン会議においては共有 URL に関係規則等をまとめた冊子の電子媒体を格納

し、常時参照できるようにする。 

８．経営協議会、教育研究評議会及び学内構成員との関係について 

(1) 経営協議会及び教育研究評議会それぞれと定期的に懇談会を開催し、審議状況の報

告と意見交換を行う。 

(2) 総長選考の仕組み等、重要な決定を行う場合には、学内構成員への意見照会の手続

きを履む等、十分な情報提供及び透明性の確保に努める。 

９. 選考・監察会議の開催方式について 

 (1) 選考・監察会議の審議は、対面（オンライン形式含む。）によるものとする。ただし、

議長が必要と認める場合は、書面（電子メール含む。以下同じ。）による審議とするこ

とができる。 

 (2) 前号ただし書きに規定する書面による審議を行う場合、議長は、あらかじめ審議事

49



 

項を委員へ示した上で、書面による審議の必要性に関し、委員に異議がないことを確

認しなければならない。 

１０．本了解事項に定める事項について疑義が生じたとき、または本了解事項に定めのな

い事項について定める必要が生じたときには、選考・監察会議においてその都度決定す

るものとする。 
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令和５年７月６日 

 

総  長 殿 

 

                   総長選考・監察会議議長 

板東 久美子 

 

総長の賞与に係る職務実績評価の実施について（通知） 

 

 総長の賞与額の増減は、東京大学役員給与規則（平成１６年４月１日役員会議

決）第９条第２項及び第３項並びに役員の賞与の支給日及び支給基準（平成２８

年総長裁定）に基づき、総長選考・監察会議による職務実績の評価に基づき行う

こととされ、増減率は、職務実績の評価の対象期間（令和４（２０２２）年度分）

にかかる賞与に反映させるものとされております。 

 総長選考・監察会議では、この総長の職務実績の評価にあたり、総長の賞与に

係る職務実績の評価について(令和４年３月２４日総長選考会議)を定め、中期

計画及び本学として策定する行動計画（UTokyo Compass）の進捗度、達成度その

他業務に対する貢献度等を総合的に勘案して行うこととしております。 

 つきましては、職務実績の評価の日程について下記のとおり決定しましたの

で、通知いたします。なお、自己評価資料は、８月２１日迄に提出をお願いいた

します。 

  

記 

 

日 時 内 容 

令和５年 

７月上旬 

総長選考・監察会議から、総長へ賞与に係る職務実績評価の

自己評価資料の提出依頼 

７月２５日 総長と監事の懇談 

総長の業務執行状況についての意見交換 

８月２１日迄 総長から、総長選考・監察会議へ自己評価資料の提出 

８月３０日 総長と総長選考・監察会議の懇談 

総長から、総長選考・監察会議へ自己評価資料の説明 

９月１３日 総長の賞与に係る職務実績評価の決定 

１０月上旬 総長選考・監察会議から総長へ職務実績評価の結果を通知 

１１月１５日 総長と総長選考・監察会議の懇談 

総長の賞与に係る職務実績評価結果を経営協議会へ報告 

 

参考資料２
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総長の賞与に係る職務実績 自己評価書 

（評価対象期間：令和４（2022）年度） 

 

１．中期計画及び本学として策定する行動計画（UTokyo Compass）の進捗度、達

成度に関する自己評価について、次の(1)から(3)に記入し、根拠を示す資料

を添付してください。 

 

 (1)-1 2022 年度における UTokyo Compass の進捗度、達成度について、自己評価とし

て該当すると考える区分を次の A~E の中から目標区分別に示してください。 

A：計画を著しく上回って進捗している 

B：計画を上回って進捗している 

C：計画の達成に向けて順調に進捗している 

D：計画の達成のためには遅れている 

E：計画の達成のためには重大な改善事項がある 

目標区分 自己評価区分 

0 経営力の確立  

1 知をきわめる  

2 人をはぐくむ  

3 場をつくる  

 

 (1)-2 上記の自己評価をもとに、中期計画の進捗度、達成度を含め総合的な評価として

該当すると考える区分を上記 A～E の中から示してください。 

総合的な評価 自己評価区分： 

 

 (2) (1)-1 の自己評価とした根拠のうち、進捗度、達成度が高いと考える事項（目標番号

と 2022 年度内の取り組み状況）を目標区分別にいくつか示してください。 

目標区分 事項・取り組み状況 

0 経営力の確立  

 

 

1 知をきわめる  

 

 

2 人をはぐくむ  

 

 

3 場をつくる  
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 (3)  (1)-1 の自己評価とした根拠のうち、今後に向けて改善が必要と考える事項（目標

番号と今後の対応方針）を目標区分別にいくつか示してください。 

 

目標区分 事項・今後の対応方針 

0 経営力の確立  

 

 

1 知をきわめる  

 

 

2 人をはぐくむ  

 

 

3 場をつくる  

 

 

 

２．以下の(1)から(3)について、記入してください。 

(1) UTokyo Compass に掲げる取組みに対し、新しい大学モデル構想及びこれらを踏ま

えた国際卓越研究大学制度への申請はどのような関係に立つか（後者の構想及び申

請は前者の取組みにどのように整合し、前者の取組みをどのように強化するか、また、

後者の構想及び申請に鑑みて前者の取組みに改善・変更すべき点があるか等）。 

 

(2) 新しい大学モデル構想の準備において、東京大学が今後目指すべき目標や進むべき

方向について、総長として何が重要であると考え、それを新しい大学モデル構想に反

映させたか。 

 

(3) 新しい大学モデル構想の実現に向け、総長としてどのような取組みをしたか（構成

員への構想の周知共有、構想の実現に向けて実行したこと・実行に移していることな

ど）。 

   

※）本年度の総長選考・監察会議は、この事項を重視するため、昨年度の様式から追加して

いる。 
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３．上記１、２以外で中期計画その他業務に対する貢献度等について、特記すべ

き事項があれば記入してください。 
 

 

 

※提出された自己評価書等は、東京大学総長選考・監察会議の運営に関する了解事項の２

（１）ただし書き前段に基づき非公表とする。 
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総長の賞与に係る職務実績評価の評価視点

令和５年度の総長選考・監察会議への申し送り事項 別紙３一部抜粋

■「評価の視点」とは

参考資料３

＜評価の視点＞
総長に求められるものは何か、それをどのように評価するかについて、各委員で共通の視点

を持つことが重要である。その視点を踏まえ、総長から報告いただきたい事項を整理し、総長
に伝える必要がある。

〇総長の賞与に係る職務実績評価等についての意見

・「何を重点に評価をするのか、何を見るのかということ」についてあらかじめ議論をしておくべき。

・それぞれいろんな角度から評価するのは良いが、「コアになってる部分について共通の関心事なり、共通の問題意識で評価・
審査すること」ができるのではないか。

・あらかじめこの選考委員の中で、「どうした点についてよりハイライトした項目で検討していくべきか」ということのコンセ
ンサスをとりながら、議論していくほうがいいのではないか。

・「意識して見せていただきたい視点」というのは、あらかじめコンセンサスをとらないといけないのではないか。

・どういうアイテムに対して総長にお見せして、こういう観点でご報告をいただきたいというふうにするのか。

・「当会として何を期待するのかというところをしっかりとコンセンサスをとり」、それをコミュニケートした上で、「それに基
づいた中間のどういう状況か」ということについてヒアリングをするというようなことを段階的にやっておく。

（令和4年度第6回総長選考・監察会議議事録より一部抜粋）

・「ポイントを絞って重要な視点」のところを皆様でご議論いただいてというのが大変重要なことだと思います。

・「非常にオーバーオールな UTokyo Compassの中で、今の時点では、何を総長として期待するか」ということについての事前
の私たちの中での十分な議論と、それを具体的には何で評価するかということについての議論が必要。

中期計画及び本学として策定する行動計画（UTokyo Compass）の進捗度、達成度その他業務に対する貢献度等を総合的に勘案
して行うこと定めてられている。

（総長の賞与に係る職務実績の評価について(令和４年３月２４日総長選考会議）※参考：職務実績の評価方法
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総長の賞与に係る職務実績評価の評価視点

令和５年度の総長選考・監察会議への申し送り事項 別紙３一部抜粋

UTokyo Compassに掲げる取組みに対し、新しい大学モデル構想及びこれらを踏まえた国
際卓越研究大学制度への申請はどのような関係に立つか（後者の構想及び申請は前者の取組み
にどのように整合し、前者の取組みをどのように強化するか、また、後者の構想及び申請に鑑
みて前者の取組みに改善・変更すべき点があるか等）。
新しい大学モデル構想の準備において、東京大学が今後目指すべき目標や進むべき方向につ

いて、総長として何が重要であると考え、それを新しい大学モデル構想に反映させたか。
新しい大学モデル構想の実現に向け、総長としてどのような取組みをしたか（構成員への構

想の周知共有、構想の実現に向けて実行したこと・実行に移していることなど）。

・多様な意見を大学経営に反映していくためにどのような仕組みづくりを行っているか

・研究力及び教育力（国際性含む）の向上に関してどのように取り組んでいるか

・大学の社会に対する責任としてどのようなことに取り組んでいるか
（喫緊の社会的課題や問題に対する大学としての姿勢を示す等）

上記申し送り事項の評価の視点、つまり総長選考・監察会議として、本年度は何を重点に評価するのか、総長から意識して見せ
ていただきたいものは、以下の案でよいか。

■本年度の総長選考・監察会議における評価の視点

（その他案）

＜評価の視点＞
総長に求められるものは何か、それをどのように評価するかについて、各委員で共通の視点

を持つことが重要である。その視点を踏まえ、総長から報告いただきたい事項を整理し、総長
に伝える必要がある。

〇総長の賞与に係る職務実績評価等についての意見

（案）
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